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職域における肥満の出生コホート分析
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目的　1つの職域を対象に出生コホート別にBMIの推移を追跡することによって，若年者を含

む職域の健康管理に資することを目的とする。

方法　印刷と製紙を業とする職域に勤務する男性職員で，1986年に20～49歳であった3,253人の

うち，1991年と1996年の健康診断成績を得ることが可能な3,043人を対象とした。まず，年

齢を5歳階級にまとめた出生コホートごとに，3年次（1986年，1991年，1996年）のBMI

の推移を解析した。次に，1986年の健康診断において血圧高値（収縮期140 mmHg以上ま

たは拡張期90 mmHg以上）を示した596人と飲酒に関する資料が得られなかった17人を除

く2,430人を対象に，ロジスティック回帰モデルにより，BMIと血圧高値との関連を検討し

た。

成績　(1)　すべての出生コホートにおいて，加齢とともに肥満（BMI≧26.4）の割合は上昇する

ことが示された。さらに，出生が遅いコホートほど同一年齢階級では肥満の割合が高いこと

が示された。

　(2)　ロジスティック回帰分析によれば，観察開始年次（1986年）における年齢，BMI水

準，5年間あるいは10年間のBMIの増加，飲酒と血圧高値との間に関連がみられた。

結論　職域における健康管理においては，出生コホートごとのリスクを考慮した対応が必要であ

る。また，20歳代の年齢から肥満に関する保健指導を開始する必要があると考えられる。
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